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原稿受付 2015 年 10 月 30 日．横須賀市博物館業績 　第 706 号

　横須賀市域での鳥類の分布状況を明らかにするた

め，横須賀市域において近年増加もしくは減少の傾

向がみられるカワセミ，セグロセキレイなど第 1 表

の 12 種を選定して，2012 年 1 月～ 2014 年 12 月の

期間に生息調査を行った。

　調査方法は，環境庁が「自然環境保全基礎調

査」に利用することを目的に作成したメッシュマッ

プ ( 環境庁 , 1997) に示されている３次メッシュ 

(25,000 分の１地形図を約 1km×1km に 100 等分した

区画 ) を１つの調査区とし，目視による観察および

声による確認により，各調査区内での調査対象種に

おける生息の有無を記録した。横須賀市域内の調査

区は米軍基地内や浦郷町の工場敷地内の調査不能調

査区を除いて，全 123 区であった。調査日・時間は，

あらかじめ設定をせず，調査者の可能な範囲で行っ

た。

種ごとの調査結果

カルガモ　Anus zonorhyncha
　河川，池沼がある多くの調査区で生息を確認した。

他種のカモ科鳥類の生息数が少ない，川幅のせまい

小河川でも多く生息していたが，東京湾側では，馬

堀海岸，走水，鴨居港，久里浜港など他種のカモ科

鳥類が冬季に多く生息している場所においては，生

息が確認されなかった ( 第 1 図 )。
カワセミ　Alcedo atthis
　河川，池沼がある多くの調査区で生息を確認し，

西地区，北下浦地区に多く，北部では田浦港町・吾

妻川で生息が確認されただけであった ( 第 2 図 )。
コゲラ　Dendrocopos kizuki
　半数以上の調査区で生息を確認した。広い緑地と

その周辺のほとんどに生息していたが，市街地や，

小面積の公園しかない住宅地では生息していなかっ

た ( 第 3 図 )。
アオゲラ　Picus canus
　大楠山から武山，くりはま花の国にかけての山地

一帯で連続的に生息を確認したほか，田浦町，観音

崎・馬堀町のまとまった樹林地で生息していた ( 第
4 図 )。
オナガ　Cyanopica cyanus
　深田台，大津町 5 丁目，大矢部 4 丁目，長坂 2 丁

和名 学名 生息確認調査区数 生息確認記録回数

カルガモ Anus zonorhyncha 66 552
カワセミ Alcedo atthis 43 248
コゲラ Dendrocopos kizuki 68 392
アオゲラ Picus canus 40 179
オナガ Cyanopica cyanus 5 5
ヤマガラ Poecile varius 33 152
エナガ Aegithalos caudatus 29 84
イソヒヨドリ Monticola solitaries 76 393
キセキレイ Montacilla cinerea 42 103
セグロセキレイ Montacilla grandis 24 63
ホオジロ Emberiza cioides 58 281
ガビチョウ Garrulax canorus 43 139

第 1 表 調査種ごとの生息確認調査区数．
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目，太田和 2 丁目の 5 カ所で生息を確認したが，い

ずれも 1 回だけの記録であった。2001 年から 2005
年にかけては南西部で繁殖記録があり ( 日本野鳥の

会神奈川支部 , 2007)，2006 年から 2010 年にかけて

は，1，4，5，6，7，8，11 月に生息の記録がある ( 日
本野鳥の会神奈川支部 , 2013) ので，近年，生息数

を減らしているものと推測される ( 第 5 図 )。
ヤマガラ　Poecile varius
　鷹取山，田浦緑地，大楠山，武山，くりはま花の

国，観音崎などのまとまった樹林地で生息を確認し，

同じ環境に生息しているエナガと比較して，生息確

認された調査区が多かった ( 第 6 図 )。
エナガ　Aegithalos caudatus

　鷹取山，田浦緑地，大楠山，武山，くりはま花の国，

観音崎などのまとまった樹林地で生息を確認し，同

じ環境に生息しているアオゲラ，ヤマガラと比較し

て，生息確認された調査区が少なかった ( 第 7 図 )。
イソヒヨドリ　Monticola solitaries
　大楠山山頂，武山山頂周辺を除く，多くの調査区

で生息を確認した。また，海岸部での生息記録が多

いが，衣笠駅周辺，池上，大矢部など海岸から離れ

た調査区でも，生息記録があった ( 第 8 図 )。
キセキレイ　Montacilla cinerea
　大楠山山麓，北下浦地区では，繁殖期の 4 月から

6 月も含め，多く生息を確認した。しかし，他地区

では散発的であり，すべて非繁殖期の 9 月から 3 月

第 1 図 カルガモの調査結果．黒の塗りつぶし

は生息を確認した調査区を示す ( 以下

同 )．

第 2 図 カワセミの調査結果．

第 3 図 コゲラの調査結果． 第 4 図 アオゲラの調査結果．
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の生息記録であった ( 第 9 図 )。
セグロセキレイ　Montacilla grandis
　芦名・長坂等の西地区，長沢では連続した調査区

で生息を確認したが，他地区では散発的な生息記録

であった ( 第 10 図 )。
ホオジロ　Emberiza cioides
　西地区，北下浦地区，久里浜地区の多くの調査区

で生息を確認したが，追浜から浦賀にかけての東京

湾側では，生息を記録した調査区が少なかった ( 第
11 図 )。
ガビチョウ　Garrulax canorus
　外来種で，鷹取山，田浦緑地，大楠山，武山，く

りはま花の国，観音崎などのまとまった樹林地やそ

の周辺で生息を確認した。過去の横須賀市内の生息

記録では，天神島 ( 林 , 1997) があるものの，2001
年～ 2005 年にかけては生息記録がなく ( 日本野鳥

の会神奈川支部 , 2007)，2006 年～ 2010 年でも，南

西部でいくつかの生息記録が見られる程度 ( 日本野

鳥の会神奈川支部 , 2013) なので，2012 年以降，急

激に分布を広げてきたと考えられる ( 第 12 図 )。
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第 9 図 キセキレイの調査結果． 第 10 図 セグロセキレイの調査結果．

第 11 図 ホオジロの調査結果． 第 12 図 ガビチョウの調査結果．


